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鷺迪吟詠会訪問記

　平成29年９月11日（月）、阪急宝塚線の池田駅、
改札を出たところで広報部員三名（塩路・福
永・津曲）が17時30分に待ち合わせ。さっそく
スマホで地図検索かけながら向かった先は、池
田駅から歩いて８分の所にある「呉服会館」。
今回の稽古場訪問は、安田鷺迪先生直接指導の
公認鷺迪吟詠会池田分会です。18時から始まり
ます。会館に到着するや、もう既に会員さんは
集まっておられました。
　俵積田輝孝先生から私ども三人のご紹介をし
ていただき、私からも皆さんに普段通りのお稽
古風景を取材させていただきますので、リラッ
クスしてくださるようにお願いいたしました。

お稽古が始まる前に、９月10日の東明祭及び本
部研修会に於いて安田鷺迪先生が「宗帥」の称
号をいただかれまして、そのお披露目をされま
した。おめでとうございました！
今回のお稽古は、お昼に行われている俵積田先
生のお弟子さんと夜の安田先生のお弟子さんの
合同練習として集まって来られました。
　まず、巻頭言の唱和をみんなで行いました。
それから安田先生による発声練習です。コンダ
クターで邦楽陰旋法による音階を上げ下げして
行われました。特に八の音（裏声）も含めた発
声を取り入れておられるところが素晴らしいな
と感じました。
　今回のお稽古は、「漢江」杜牧でした。安田
先生の造詣深い詩の意味合いの説明は圧巻でし
た。目の前に海のような広大な漢江が見えてく
るようでした。この詩をどのように吟じたら良

いかのご説明も人生の悲哀を感じながら吟ずる
と吟詠も変わってくるという安田先生の詩吟観
も解説され、とても深いものを感じました。お
一人お一人のワンポイント吟詠指導も念入りに
行われ、特にこの度は池田市吟剣詩舞道大会へ
の出吟参加のため、独吟・連吟・合吟の特別訓
練も行われました。

そんな吟では面白くない！もっと気迫を込めな
いと！　俵積田先生の指導にも熱が入ります。
それを安田先生が優しくフォローされながら進
めておられました。取材でお邪魔した私たちへ
のご要望があり、代表して小生が一吟ご披露さ
せていただくことになりました。（実際には、
生徒さんのリクエストによる「絶句」一題と得
意の「律詩」一題・・・誠に緊張した中での吟
詠で小生も冷や汗をいっぱい掻きました！）お
稽古が終わった後で喉を潤しに行くからと、誠
に気を遣っていただき恐縮いたしました。

　鷺迪吟詠会は、ゴールド公認会として200名
を擁する会です。指導体制を強化しながら、急
速に会員を増やされました。御年80歳をお迎え
になった安田先生は小柄なお身体でありながら
も、その風格たるや凄いものがあります。現在

シリーズ　教室探訪コーナー
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は白鷺連合会の顧問であり、関西吟詩の元老と
して我々の活動を見守っていただいておりま
す。身体は幸いにどこも悪くないとのことです。
強いて言えば、お酒の量を減らさなければと周
囲の心配をよそに、誠に強靱な肝臓の持ち主で
あられるのです。いつまでも若々しく衰えない
心身で吟界をお導きくださいますようお願い申
し上げます。
 記　塩路澄誠

 広報部員　福永洋恵　津曲恍嫺

鷺照吟詠会　「岡輝公民館教室」

　平成29年９月30日、本日お邪魔する鷺照吟詠
会の岡輝（こうき）公民館教室のお稽古は月二
回土曜日の午前10時から12時までとのことで、
午前７時39分の新幹線こだまに乗り、一路岡山
へ私と天田澄慈部員とで教室探訪に参りまし
た。
　我々広報部を迎えてくれたのは、大取鷲照先
生を始め、４名の男性と３名の女性、そしてテー
ブルに飾られた可愛い綿の花、金木犀、アンス
リュウム、そして吉備団子などのお菓子でした。
花の香りは朝から心を爽やかな気持ちにさせて
くれました。
　さてお稽古の前は、軽く２～３分肩周りを柔
らかくする準備体操、足を上げながらの夕焼け
小焼けの歌で身体をほぐしていきます。続いて
音階を変えながら、まるで歌を歌っているかの
ような一風変わった「あいうえお」母音の発声
練習が５分程度行われました。

　今日は近々（11月18日）開催される吉備公民
館祭りに向けた構成吟の練習ということで、先
生のテーブルにはパソコン、ＣＤデッキ、プロ
ジェクターなど、本格的な音響の用意がなされ

ました。今年で３年目を迎えるという構成吟の
テーマは「月を詠う」。月を題材にした漢詩や
和歌を教室の皆さんで発表されるとのことで、
早速練習が始まりました。
　ナレーターは佐藤昌子さん。吟をされてまだ
１年５カ月とのことでしたが、発声が素晴らし
く、まるでマイクをしのばせているかのような
良く響くお声でした。ナレーションに続いて最
初の和歌朗詠も佐藤さんが詠われました。吟歴
が浅いなどまるで思わせない「天の海に」の和
歌は本当にお上手でした。
　続いて「静夜思」は名木田幹雄さんと桂木一
男さん。今年81歳という名木田さんは詩吟を始
めてまだ３年ほどだそうですが、大きな声を出
すことが気持ちいいと始められたそうです。72
歳の桂木さんは奥さんの京子さんとご夫婦でさ
れています。「普通公民館にこんな素晴らしい
先生はいらっしゃらないよ」と大取先生の声に
惚れ込んで楽しく詩吟をされているようでし
た。
　続いては「天の原」の和歌。当日は篠山千代
子さんが詠われる予定ですが、本日は欠席の為、
今日は代わりに虫明鷲麗さんが、次のご自身の

「願わくは」と二曲続けて詠われました。虫明
さんが詩吟を始めたキッカケは大取先生の声に
ビビッときたから！以前は１時間かけて一宮の
大取先生の教室に通っていたとのことですが、

「遠いから近くに来て」と一生懸命引っ張って
やっとここに来てもらったのよと楽しく話され
ていました。

　続くは、王建作「中秋月を望む」。吟者は河
田轟声さんと戸井保郎さん。顔だけが取り柄と
笑いを取る河田さんは、関大の吟詩部出身の67
歳。会社生活の転勤などで詩吟が途絶えがち
だったのを、定年をキッカケに本格再開して７

年。畑やカメラが趣味で、また吉備の中山を守
る会などでも活躍されているなど大変多趣味で
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いらっしゃいます。戸井さんは何と昭和６年生
まれの86歳。ご自身の詩吟の記憶は旧制の中学
校に行っておられた際に、漢文の先生が時々詩
吟を詠ってくれたくらい。でも80を超えてから
奥さんに誘われて始められ、大取先生に御指導
を受け４年目になると、とてもお元気でいらっ
しゃいます。
　和歌「浅みどり」を詠うのは、桂木京子さん。

「静夜思」を詠われた桂木一男さんとご夫婦で
まだ詩吟は今回の構成吟で２回目とのことです
が、詩吟以外にカラオケや社交ダンス、日舞を
されていらっしゃるそうで、きっとこれからど
んどん詩吟でも様々な場面で活躍なさることと
思いました。
　さて、構成吟のトリはその名の通り大取鷲照
先生。先生の響く素晴らしいお声は、李白作「峨
眉山月」を見事に詠い上げられました。フィナー
レは唱歌「おぼろ月夜」を全員で熱唱。
　この「月を詠う」は、公民館の観衆に詩吟の
素晴らしさを伝え、また多くの仲間を増やされ
ることであろうと思いました。
　岡輝公民館教室はとてもチームワークがよく
大取先生を中心にとても和やかに楽しく吟詠を
楽しんでらっしゃいました。今回探訪に来て分
かったのは大取先生が大変愛妻家であること！
どんな話が繰り広げられたのかはここでは内緒
にしておきますが、男子校では厳しい先生も奥
様の前では優しい先生なのだなということが本
当によく分かりました。
　最後に鷺照吟詠会の話をしてくださいまし
た。生みの親である佐藤鷺照先生の元には、伊
豆丸鷺洲先生がはるばる岡山まで鈍行で教えに
きてくださっていたこと。岡山大学の吟詩部に
は実に40人以上の学生がおり、大阪の記念大会
にも38名の学生がバスで訪れるなどして頑張っ
ていること。
　若い方も沢山おられ、またご年配の方も大勢
の前で発表されるなどとてもお元気で、鷺照吟
詠会はこれからも益々発展されるであろうと感
じずにはいられませんでした。
　お稽古が終わったあと、大取先生のご自宅近
くの御膳屋にご招待くださり、お昼から美味し
いお料理に舌鼓を打ち楽しいひと時を過ごさせ
ていただきました。
　このたびは鷺照吟詠会大取会長始め、岡輝公
民館教室の皆様には大変お世話になり、広報部
といたしましても大変有意義な取材をさせてい
ただいたと感謝しております。今後も会の益々

のご発展を祈念いたしております。

　《鷺照吟詠会ご紹介》
会名　鷺照吟詠会　会長　大取鷲照(３代目会長　平
成20年～)
創立　昭和30年９月　会員数　231名(平成29年
度現在)
支部　岡山梢雲　岡山中山　岡山吉照　岡山北
　 岡山総楽　岡山岡南　岡山東風　岡山有朋　

岡山瀬戸　岡山理大　岡山江陽　岡山大学吟
詩部

（会の特徴）
創始佐藤鷺照師の門下が連絡を密にして詩歌吟
詠に励み、親睦を図り、併せて人格の陶冶と吟
道の向上発展に資する事を目的にして活動して
いる。そして、伊豆丸鷺洲師が提唱しておられ
た「和の精神」「奉仕の精神」を大切にして、
12支部の連合体として活動をしている。

 記　佐川駿声
 広報部員　天田澄慈
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白 さ ぎ 地 方 の 話 題 コ ー ナ ー

三ツ矢の訓え、 そのままに

 広島鷺夕会事務局長　　石橋　夕藻

　平成29年11月３日、10時30分、広島駅地下広
場に大太鼓の荘厳な音が鳴り響く。
鷺夕会創立45周年記念大会の始まりです。
勇壮且つ厳粛な幕開けに、更に祝賀の舞の華や
かさが加わり、本大会の期待が高まりました。

　会場は、毎年猛暑の候、11年の間、ライブ会
場としてきた場所です。
　さりながら、たくさんの来賓を招いての記念
大会となると、今までのままでは収まりきれず、
会場のレイアウト、接待の場所の確認、客席の
数など、一つ一つ解決しての今日でした。
幸い好天気に恵まれ、会員吟詠時に着用の半袖
ポロシャツのユニフォームでも、何とかしのぎ
切れました。
　広島をしっかりアピールできるようにと、「ひ
ろしまじゃ県」と銘打って、歌謡吟、新体詩、
創作吟と色とりどりに工夫を凝らしての会員吟
詠、県内来賓の先生方の独吟、合吟演舞。
　特別出演には、マリア幼稚園から36名の出演、
そして太鼓童子の皆さんは20名の演奏。
　それぞれにお祝いと励ましのメッセージをい
ただきました。
　会場全体に感動の波が押し寄せていました。

　総本部からは、地藏哲皚会長先生を始め、た
くさんのご来賓をいただきました。
　また、模範吟も頂戴して、客席と舞台が一体
化！いよいよ、感動は最高潮に高まりました。
　メインは、曽根会長脚本・構成の「大政奉還
150年」特に、維新の頃の広島藩の担った役割
にもスポットを当てました。
　ナレーターは「劇団はぐるま座」のお二人の
先生にお願いしました。
　限られた空間の舞台で照明もなく、あるのは
バックのスクリーンのみ。自分の吟が失敗する
と全体に影響が出るのは必至。緊張が走ります。
　剣友会の先生方の舞に助けられ、皆無事に吟
じ終えました。

　視座を変えて、変化を実行しょうとする揺る
ぎない姿勢を示される総本部のご後援。
鷺夕会員の総力。
　会場満座のお客様のご声援。
　三ツ矢の訓え、そのままに、三つの力の結集
で鷺夕会創立45周年記念大会の幕を清々しく下
ろすことができました。
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後醍醐天皇と楠公さんの篤き想い

　好天気に恵まれた４月の末日、広報かしまし
三人娘で大阪近鉄阿倍野橋より特急列車に乗
り、１時間16分の旅。千本桜で名高い奈良 吉
野に到着。桜見物で賑わう駅前から私たちは可
愛いバスに揺られ、青嵐に癒されること30分。
目指すは後醍醐天皇御陵のある如意輪寺。もち
ろん世界遺産でもある修験道の聖地で名高い 
金峯山寺蔵王堂も気になりながらも通り過ぎ、
中千本で降りました。このバスも４/17～５/７
間の桜の季節のみの運行と聞き、慌てての吟行
となりました。
　このバスで満開の上千本 奥千本まで行けま
すが、私達は桜客を見送り中千本から木漏れ日
いっぱいの中、所々に少し残る桜も楽しみなが
ら登ったり下ったり。すると「後醍醐天皇の歩
かれた道」の看板、あと少しと心弾ませ進むと、
なんと素晴らしいシャガの群生、ユリに似た薄
紫の花たちが“よく来たね”と微笑んで歓迎し
てくれているかのようで、一面シャガ。美しい
景色に癒されながら、また曲がりくねった山道
を歩きました。あの時代に京都からのこの地へ
の道のりは如何ばかりかと、後醍醐天皇に想い
を馳せながら、一歩一歩歩きました。

如意輪寺　正門
　今回は楠木正成公嫡子 正行公が四条畷の戦
の前に、143名の家来と、後醍醐天皇御陵に手
を合わせられ、またその心の内を本堂の扉に書
き残された直筆の辞世の句『かえらじと かね
て思えば梓弓 なき数に入る名をぞとどむる』
が今もあると知り、世界遺産奈良県吉野郡吉野
町浄土宗 塔尾山　如意輪寺を訪ねました。教
本「小楠公の墓を弔う」（A17－２）の備考文

が引き寄せてくれました。
　地図上にもある五郎平茶屋の看板のあたりに
は茶屋らしきものはなく、山道の所々に点在す
る墓標が、その時代の営みを想像させてくれる
ような景色でした。
　そしてようやく楠木正行公遺跡 吉野勅願所
と書かれた如意輪寺に着きました。階段を登る
と期間限定で後醍醐天皇の御自作の木像の特別
拝観中でもありました。

如意輪寺　金堂

楠木親子の涙の別れ

　今回の目的である「正行公直筆 辞世の句」
は宝物殿の中に「扉」そのものがガラス越に展
示され目を凝らすと読み取れました。実物を目
にでき感激しました。その前に「正行公一族の
判明する名」として、この戦に同行された名に
親子の名前の多さに驚きました。そして正成公
が天皇より賜ったと伝わる短刀も「正行公短刀」
として展示されていました。
　数ある展示品の中にもう一つ注目が、「正行
公の鎧」です。現物の小ささに目が点になりま
した。その時の正行公のお姿を勝手に想像して
いました。　
　後醍醐天皇の御陵は如意輪堂の上手に宮内庁

史 跡 探 訪 の 旅
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管轄で整備され、手を合わせると一瞬、時が止
まったかと思うほど静寂でした。寺庭には楠木
正成公が後醍醐天皇への忠誠を幼き子正行公に
説ききかせる親子の石像に目が留まりました、

「桜井訣別」の絶句そのものでした。
　また正行公お手植えの木斛（もっこく）の大
木やその横に後醍醐天皇腰かけ石も苔むしてい
ました。
　如意輪寺住職 加藤広信御住職の説明では吉
野三絶と称される芳野懐古作者の一人藤井竹外
先生が御陵に向かって、ご自身の詩「古陵の松
柏・・・」と吟じられる場面を５代前の御住職
が目にされ感動されたと、興味深くお話いただ
き嬉しかったです。
　現在の御陵の前は杉の大木に覆われています
が、その時代では松茸がたくさん採れるくらい
の松林だったとのお話。今は柏の木も大木にな
り、なるほどそれで「松柏」なのでしょうか。
　またその後、戦で衰退したこの御陵を再建さ
れたのは、やはり楠木正成公の血縁にあたる方
であったとの説明でした。いついつまでも天皇
に仕え御守りされておられる正成公の信念は今
も心を熱くさせてくれますね。
　この地まで来たからには要塞堅固を誇った正
成公のお城「 千早城址」を目指し、急行に飛
び乗り河内長野まで戻り、いざ千早赤阪村に向
かいました。少し強行軍でしたが、駅前から城
址登山口行のバスに乗りました。下車するや否
や「帰りのバスの時刻表みてよ・・」と運転手
さんに心配して頂き、見るとなんと最終バスま
で１時間の猶予しかありません。
　片道30分の挑戦です。その城址までのこの石
段を目にすると、誰しもが躊躇して無謀は禁物
と断念したくなるほどの急階段。しかし熱い想
いだけでも届けと、その場で吟を朗詠される団
体もあると聞きました。納得の意見です。
　でも挑戦したい私たちは登りました。幸か不
幸か曲がりくねっているので、先が見えません、
あと少しあと少しと熱い思いだけが背中を押し
てくれました。緩やかとは言えない石段を登り
ながら、さすが名城千早城ですね。誰も容易く
は攻めて来られないその高さはなんと海抜634
ｍ・・・、東京スカイツリーと同じ高さです。
　登り終えられた喜びとは裏腹に城趾とは思え
ない狭さに驚きました。静まり返ったその場は
何も建物はなく見渡せばここから大阪湾も望め
るとの説明の立て看板。「千早城趾」と刻まれ
た碑だけが立派に建立されていました。

　その奥に千早神社が祀られ、今もこの地の唯
一の神社。現在も季節折々の祭事が行われてい
るとの事で、地元の方にはこの石段は今も当た
り前の参道と聞き、二度びっくり！！
　楠木家紋「菊水」がこの神社の御守りの由来
にもなっているそうです。そして受験生に人気
なのが「不落千早城」（不落＝おちない）「正成
公御兵糧米」の御守りです。
　中味のお米は千早神社でお祓いをされた、下
赤坂で収穫の棚田百選のお米、ご利益ありそう
ですね。
　不落の名城 千早城趾は大阪城と並び「日本
百名城」の一つとされ、また正成公が「楠公さ
ん」の名で親しまれている所以が少しわかり、
数多い吟の中での楠木正成公の篤い思いや、正
行公の健気さを感じながら、うす暗くなる空に
駆り立てられ帰路につきました。
　福永洋恵部員・津曲恍嫺部員と早朝から夕暮
れまでの強行満喫吉野の旅。しかしまだまだ魅
力いっぱいの吉野山、上赤坂城跡や下赤坂城跡
もゆっくり訪ねたいと思いました。容易に訪れ
ることの出来ない名城千早城趾を三人で無事登
り終えられた足に感謝しました。

現在の千早城址

 記　天田澄慈
 広報部員　福永洋恵　津曲恍嫺

史跡千早城址の碑
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児島高徳公の忠誠心を祀る作楽神社を訪ねて

　機関紙白さぎの冠記事　教室探訪「鷺照吟詠
会」の取材に同行した９月30日、取材後佐川駿
声副部長と岡山駅から津山線に乗り、１時間30
分ゴトゴトと晩秋へ移り行く景色に癒され、津
山駅に着きました。
　岡山に「後醍醐天皇と児島高徳公の伝承の地
　作楽神社」があると知り、岡山まで来たから
にはと、逸る心で津山駅からはタクシーに乗り、
目的の作楽神社に赴きました。

佐楽神社　本殿

　後醍醐天皇が隠岐の島に配流となる道中に泊
まられたといわれているこの地「院庄」は後鳥
羽上皇の荘園であったことから院庄の名がつい
たそうです。
神社の敷地全体が国指定の史跡「院庄館跡（児
島高徳伝説地）」と、なっています。
　
　囚われの身となられた後醍醐天皇を助けよう

とするも、手が届かない想いを、桜の幹に２行
10文字「天勾践を空しゅうする莫れ、時に范蠡
無きにしも非ず」と　律詩　斎藤監物作　「児
島高徳」の７行目「両行の字」です。（Ｂ11－１）

　作楽神社（さくらじんじゃ）は広い境内で人
家から離れたところで不思議な空気が漂い、
木々に囲まれていました。神社の手前には、桜
に似させた石の大木に「２行10文字」がくっき
りと。きっとこの場に桜の大木があったので
しょうね。その大木の上に長い刀が飾られ、忠
誠の篤さを今も語っているようでした。
　神社に入ると万葉の時代に踏み込んだような
鎮守の森。とても美しいお宮さんでした。
静まり返った境内の裏手にはモネの絵のような
蓮池、ぐるりと一周するとアマガエルやコオロ
ギなど自然の生き物がピョンピョンと、突然の
私達の足音に驚いた様子。
　少し離れてその神社を両手ついて仰ぎ見る武
将の像、そうです「児島高徳公」です。厳しい
顔立ちに悔しさが滲み出ているように思いまし
た。

児島高徳公像

　境内には約100本のソメイヨシノが植えられ
ていて、毎年１月中旬には達筆であった後醍醐
天皇と児島高徳公にあやかり古筆感謝祭（筆ま
つり）が行われているそうです。
　院庄駅までの帰路は人家の庭先の柿の木や野
菜畑に話は弾み、距離を感じさせないくらい、
のどかな風景でした。
　
　今回も「２行10文字」を目にでき、吉野に移
られるまでの激動の歴史の始まりを少し理解出
来ました。「２行10文字」を目にされた天皇は
隠岐の島への処遇も復活を胸に秘められてきっ
と苦ではなかったのではないかと思いました。
　忠誠心篤い足利尊氏公　楠木正成公　新田義今も残る２行10文字
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貞公などが鎌倉幕府を倒し、隠岐の島配流の天
皇を京都に戻された。その天皇がなされた政は
皇族貴族公家に優遇で、力になって助けてくれ
た武士には不満が募り足利尊氏公の反乱を招い
て、南朝北朝の始まりになったと思いました。

「２行10文字」を目にされ抱かれた想いを全て
の人に平等であれば、吉野へ逃げるようなこと
にはならなかったかもしれませんね、しかしこ
れでは物語として語り継がれません。隠岐の島
配流が1332年、４年後には吉野へ移られたと知
り驚きました。
　

　４月に出向いた吉野如意輪寺での楠木正行公
の「辞世の句」や、今回の児島高徳公の「２行
10文字」を自分で確認できたことは歴史を垣間
見て、過去ではなく今も教えを乞うことの出来
る貴重な出会いを頂いたように思いました。
　色々と感じ学べた貴重な旅で、遠路岡山県津
山市まで足を延ばせる機会に恵まれ、心に残る
探訪でした。佐川駿声副部長をいっぱい歩かせ
たウーキング旅でもありました。

 記　天田澄慈
 広報副部長　佐川駿声

作楽神社本殿横に鎮座する国歌「君が代」ゆかり
のさざれ石

境内裏手にモネの絵のような蓮池
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　11月23日（祝）「第20回記念白鷺女性部吟詠
大会」
　山々も秋の装いを始め、ここ太閤園の庭木も
すっかり色づき一段と女性部大会にふさわしく
光彩を添えてくれました。
　本日は総本部　宗帥伊東鷺伸先生を始め顧
問、相談役、参与、副会長、各部長、副部長、
各会会長、そして女性部諸先輩の先生方ご多忙
の中ご臨席賜り、盛大に開催出来ました事、厚
く御礼申し上げます。
　また、早朝より遠く浜松、名古屋、豊岡より
御参加いただき、総数319名が一同に会し、華々
しく、楽しく、和やかに包まれ進行いたしました。
　式典、部長挨拶の中で、今月６日松尾鷺恵先

生ご逝去のお知らせを
いたしました。
　思い起こせば、詩吟
に夢中になっていた若
き頃、幾度も幾度も鷺
恵先生のテープを聞
き、詩吟仲間と切磋琢
磨しながら大会に出場
した頃が懐かしく蘇っ
てまいります。
　前回の大会にて、こ
の舞台で「望立山」を吟
じてくださいました。

今年もお願いできるものと思っていましたが願
いはかないませんでした。
今回は鷺恵先生のCDより「望立山」を流して
会場の皆様方と在りし日の先生を偲び拝聴いた
しました。
　白鷺の仲間に夢と希望を与えて下さいまし
た。
　松尾鷺恵先生有難うございました。
　会員吟詠「歩」では、昭和39年発足当時に思
いをはせ、時代の背景と共に各会それぞれ衣装
も美しく、役員の先生方のご協力により順序よ
く進行致しました。
　ミニ構成吟「若き志士の母　野村望東尼」で

は以前より望東尼の生き方に興味がありました
ので、自信もなく不安でしたが脚本にチャレン
ジしました。
　ナレーター、吟、和歌それぞれ御出演頂きま
した先生方や音響の先生のおかげで舞台が一段
と際立って思い出に残る女性部大会となりまし
た事、この上ない感謝の気持ちでいっぱいでご
ざいます。
　ご協力ご支援頂きました白鷺の諸先生方、惜
しみなくお手伝い下さいました役員、幹事の先
生方、会員の皆様心から御礼申し上げます。有
難うございました。

白 鷺 女 性 部 だ よ り

女性部長　東　本　秋　愛

第20回記念白鷺女性部吟詠大会を終えて
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鷺
訓

● 印 本部公認会
消滅支部会
退会支部会

（
名
古
屋
南
）

（
名
古
屋
西
）

（故）
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白鷺連合会組織系統一覧
（平成 29 年 12 月現在）

さ
ぎ
す

（故） 

塩
谷
鷺
声

（故） 

吉
村
鷺
紅

（故） 

松
尾
鷺
恵

（故） 

寺
島
鷺
狂

（
立
売
堀
）

（
さ
ぎ
す
）

（
船
場
）（故） 
西
森
鷺
森

（故） 

井
上
鷺
孝

（故） 

絹
笠
鷺
陽

（故） 

富
樫
鷺
樫

（故） 

領
木
鷺
舟（
鷺
舟
会
）

（故） 

佐
々
木
鷺
郷

（故） 

伊
豆
丸
鷺
洲

（故） 

徳
田
鷺
富（
相
愛
・
八
弘
）

（故） 

北
原
鷺
秋（
鷺
秋
会
）

（故） 

佐
藤
鷺
照（
鷺
照
会
）

（故） 

中
村
鷺
広

（故） 

難
波
鷺
枠

（故） 

大
森
鷺
帆

（故） 

田
坂
鷺
峡

（故） 

大
久
保
鷺
諷

（故） 

土
居
鷺
行（
や
ま
と
）

（故） 

斎
藤
鷺
報  

●（
浜
松
鷺
長
会
）

（故） 

増
田
鷺
璋  

●（
天
理
吟
詠
会
）

（故） 

飯
田
鷺
長

（故） 

太
田
博
貞

（故） 

太
田
博
鈴

（故） 

小
佐
野
鷺
桂
（
桂
心
流
）

（故） 

高
見
鷺
播

（故） 

木
村
曙
風

（故） 

新
谷
曙
風

（故） 

津
雲
鷺
曙

（故） 

和
気
晴
帆

（故） 

伊
藤
鷺
栖

（故）
幸
田
鷺
宝

（故） 

吉
田
鷺
鈴

（
旭
鈴
）（故） 

安
藤
鷺
春

（
春
靜
）

（
春
鷺
声
栄
）細
田
鵬
声

（
東
声
）

北
井
澄
声（
澄
声
）

塩
路
澄
誠

（
門
真
）（故） 

山
本
鷺
覚

（
東
影
桜
ノ
宮
）（故） 

深
谷
袿
声

（
東
影
大
日
）

（故） 

近
藤
加
声
萩
原
佳
影（
佳
影
）

（
東
影
）（故） 

石
坂
鷺
彰

（
西
淀
川
）（故） 
平
田
鷺
攝

（
鷺
粋
吟
詠
会
）（故） 

難
波
鷺
吹

（
玉
出
）（故） 

島
崎
鷺
郊

中
村
鷺
尚

若
林
鷺
誓

（
鷺
郷
浄
正
）

（
鷺
郷
八
坂
）

（
鷺
郷
水
口
）

光
石
鷺
臣

森
田
岳
帆

（
志
舟
長
岡
京
）

（
志
舟
玉
出
）

（
志
舟
住

）

（
志
舟
本
庄
）

（
志
舟
）（故） 

畑
　
穂
舟

（
広
島
夕
朋
）（故） 

松
井
夕
朋

（
成
秋
会
）（故） 

綿
榎
鷺
鶴（

守
目
堂
）（故） 

北
井
鷺
淞

（
山
の
辺
）（故） 

森
川
鷺
峰

村
松
穂
松

徳
稲
穂
晃

（
山
形
吟
礼
）（故） 

須
貝
岠
孝

（
茨
木
清
流
）三
井
鷺
孫

（故） 

西
村
鷺
恍

山
根
鋒
孝

（
吼
月
）（故） 

北
池
鷺
吼

中
村
寿
吼

矢
野
陽
吼

森
　
琥
吼

（
桜
鳳
）
田
代
鳳
紅

（
堀
江
）

（故） 

原
　
瑞
声

（故） 

三
松
鷺
愛

（
岩
田
）

関
西
大
学
吟
詠
部

（
石
切
）北
森
愛
鈴（
愛
鈴
）

（
鷺
恵
会
め
ぐ
み
）

（
孔
攝
）

（
さ
わ
ら
び
）

（
逍
和
）

（
高
嶋
）

（
澱
江
）

（
北
攝
）

（
鷺
恵
会
鶴
見
）

（
鷺
恵
会
海
老
江
）

（
鷺
恵
会
福
島
）

（
鷺
恵
会
西
友
）

（
鷺
恵
会
泉
州
）

佐
藤
攝
岳

伊
藤
恍
誠

（
豊
岡
）

（
日
高
）

（
城
崎
）

（
出
石
但
東
）

高
田
芝
粋

難
波
恭
粋

山
本
誠
山

東
粉
浜
教
室

安
楽
秋
声

（
松
韻
）

大
取
鷲
照

片
山
鷺
丘

●（
鷺
照
吟
詠
会
）鈴
木
睨
照（

夕
月
会
）

（
成
秋
会
）平
谷
秋
景

小
平
秋
紅

●（
鷺
伸
吟
詠
会
）

●（
青
誠
会
）加
納
誠
旺

●（
広
島
鷺
夕
会
）

根
鷺
夕

（
鷺
夕
中
央
）

沖
本
夕
晶

（
曳
馬
野
）

（
晶
詠
）

（
湖
西
）

（
遠
江
）

城
　
曙
灮

坪
井
曙
水

（
広
島
鷺
津
会
）
川
本
鷺
津

（
広
島
鷺
雲
）
濱
野
鷺
雲

（
広
島
鷺
嚴
）
橋
本
鷺
嚴

（
島
根
浜
鷺
吟
詠
会
）

土
居
鷺
鏡

植
村
鷺
登斉

藤
鷺
鉄

（
名
古
屋
）伊
東
鷺
伸

（
関
西
大
学
吟
詩
部
）伊
東
鷺
伸

（
浄
北
塾
）沼
田
鷺
定（

鷺
播
葦
風
会
）

（
鷺
播
下
里
）

（
桃
山
学
院
大
学
詩
吟
部
）

村
田
訓
洲

宮
崎
訓
胤

（
名
古
屋
）

（
淞
苑
）中
谷
淞
苑

田
中
鷺
華

森
川
鷺
昭

森
村
峰
山

（
青
誠
会
北
）

（
青
誠
会
南
）

（
青
誠
会
八
鹿
）

（
知
多
半
島
）

（
名
古
屋
城
北
）

（
名
古
屋
中
川
）

（
東
尾
張
）

（
中
京
）

（
大
阪
伸
友
）

（
愛
知
や
わ
ら
ぎ
）

（
加
美
）

（
北
九
州
）

中
川
鷺
嘯

岡
村
報
洋

小
井
鶴
伸 吉

田
鷺
航

飯
田
報
信

（
和
）

（
浜
松
）

（
犬
居
）

（
鷺
夕
安
芸
）

（
鷺
夕
東
）

（
鷺
夕
西
）

（
鷺
夕
南
）

（
鷺
夕
北
）

（
鷺
夕
東
広
島
）

●（
岡
山
鷺
照
会
）馬
場
鷺
昌
　
　
元
宗
琮
照

（
薊
照
吟
友
）明
石
薊
照

（
岡
山
旭
川
）
大
角
鷺
栄

（
岡
山
備
前
）

（
広
島
鷺
博
会
）
石
堂
鷺
博

（
広
島
鷺
栖
会
）

末
光
栖
鳳

金
本
曙
紘

新
林
忠
嚴

玉
木
曙
璋

（
岡
山
晴
吟
塾
）

蓬
郷
瑛
帆

太
田
貞
旭

（
広
島
峡
竹
）
辰
岡
海
峡

岩
田
澪
峡

高
橋
正
諷

（
広
島
博
貞
）

（
広
島
鷺
峡
会
）

（
広
島
鷺
諷
会
）

（
広
島
鷺
曙
会
）

（
澱
東
）

（
蒲
田
）

（
千
本
）

（
淀
川
）

（
東
淀
）

（
明
友
）

（
瓢
箪
山
）

●（
鷺
声
吟
詠
会
）（故） 

北
田
鷺
仰

●（
鷺
恵
会
）

●（
攝
友
会
）堀
月
孝

芳
野
歩
孝

●（
鷺
迪
吟
詠
会
）

（
迪
友
西
淀
川
）安
田
鷺
迪

●（
岳
豊
会
）松
尾
岳
豊 松

尾
佳
恵

森
田
鷺
豊

京
都
中
心
会

親
さ
ぎ

玉
出

岡
山

広
島

天
理
時
報
社

天
理

丹
波
市

関
西
大
学

（
鷺
郷
）大
橋
鷺
迅

岡
田
鷺
甫

北
村
鷺
冠

堂
本
鷺
諶

（
旭
）

（
吟
鴒
会
）

（
吟
和
）

（
城
苑
）

（
西
育
）

（
白
鷺
京
都
）

近
藤
鷺
酒

（
土
佐
清
水
清
吟
）

黒
瀬
蔦
声（
蔦
声
）

（
東
声
Ｊ
Ｐ
Ｕ
）

（
澄
峰
・
澄
峰
上
斎
原
）松
坂
澄
峰

（
双
仟
）（故） 

中
野
鷺
訓

● 印 本部公認会
消滅支部会
退会支部会

（
名
古
屋
南
）

（
名
古
屋
西
）

（故）
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　白鷺連合会の会員の皆さまこんにちは！！　
日頃は、青年部の活動にご理解いただき誠にあ
りがとうございます。また、青年部に対して叱
咤激励をいただきましてありがとうございま
す。感謝申し上げます。
　さて、我が白鷺連合会青年部「わかさぎ」も
50歳となりました。昭和43年に発足されて以来、
初代青年部長平田鷺攝先生から数えてわたし池
田恍聖で24代目となりました。
この間、部員が激減した時期もあったと聞いて
います。たくさんのOBの諸先生や会員の皆様
方のご支援とご協力を賜り現在まで続けてこら
れたと思っております。
　今回50歳の誕生日のお祝いとして、いつもお
世話になっています皆様方に感謝を込めて吟詠
大会を開催いたします。

日　時：平成30年２月18日（日曜日）10時開演
会　場：あましんアルカイックホール・オクト
テーマ：半世紀　～ここから～

　今回の大会の見どころは、２年ほど前から計
画していました構成吟「傾国の美女　楊貴妃」
です。部員一同仕事の合間をぬって一生懸命稽
古してきました。乞うご期待です。
　最近青年部の吟力も向上しています。処々の
大会で好成績をおさめたり、教室を持って指導
者になった部員もいます。今後我々白鷺連合会
青年部「わかさぎ」は「おやさぎ」の教えと伝
統を守り、吟界を引っ張って行けるよう努力と
精進を重ねていきたいと思います。皆様の熱い
熱いご支援とご協力をお願い申し上げます。

青年部だより

青年部部長　池　田　恍　聖

50年目のわかさぎ
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楽しく・和やかに・一心向上
本年もよろしくお願いします。

平成 30年  元旦

淞 苑 会
会 長

副 会 長

中 谷 淞 苑

金 澤 苑 玲

役員・会員一同

成 秋 会
相談役
　〃
会　長
副会長
　〃
理事長

安楽秋声
平谷秋景
小平秋紅
東本秋愛
西垣秋恵
河下秋滉

澱東支部
淀川支部
松韻支部
蒲田支部
東淀支部
明友支部

安楽秋声
東本秋愛
河下秋滉
平谷秋景
小平秋紅
米田秋澄
他会員一同 

蔦 声 会
会 長

支 部 長

黒 瀬 蔦 声

島 田 眸 鈴

会 員 一 同

公認鷺 照 吟 詠 会
会 長

副 会 長

副会長兼事務局長

大 取 鷲 照
坂 本 繃 照
内 田 菖 照
役員・会員一同

茨 木 清 流 会

役員・会員一同

吼 月 会
会 主

会 長

責 任 講 師

相 談 役

矢 野 陽 吼
森　　 琥 吼
吉 兼 蘭 吼
清 石 秀 吼
会 員 一 同

志 舟 会
会 主
会 長
副 会 長

〃
〃

事 務 局 長

村 松 穂 松
徳 稲 穂 晃
村 橋 穂 航
赤 松 青 篁
玉 木 新 壽
佐 竹 穂 宗
他役員・会員一同

船 場 吟 詠 会
会 長
理 事 長
副 理 事 長

〃
〃

相 談 役
〃
〃

総 務 部 長
指 導 部 長
会 計 部 長
企 画 部 長
広 報 部 長
組 織 渉 外 部 長
女 性 部 長
総 務 副 部 長
企 画 副 部 長
青 年 部 長

山 根 鋒 孝
室 屋 鷺 幽
谷 澤 暁 声
藤 本 月 声
菅 原 嶂 孝
英　　 洵 孝
母 谷 崧 孝
古 田 近 孝
中 山 伯 森
谷 澤 暁 声
水 本 醇 孝
市 川 朋 森
高 田 刈 孝
森 下 孝 森
多 田 麗 森
岡 野 梅 森
前 川 真 駿
大 岡 涼 森
他 会 員 一 同

双 仟 吟 詠 会
会 主

会 長

事 務 局 長

村 田 訓 洲
宮 﨑 訓 胤
竹 谷 訓 鳳
他役員・会員一同

公認攝 友 会
常 任 相 談 役

〃
〃

会 長
副 会 長

〃
〃
〃
〃
〃
〃

理 事 長
副 理 事 長

〃
〃
〃
〃
〃
〃

攝 友 会 講 師
事 務 局 長
総 務 部 長
企 画 部 長
事 業 部 長
経 理 部 長
広 報 部 長
文 書 管 理 部 長
雅 号 管 理 部 長
作 詩 部 長
華 甲 部 長
女 性 部 長
青 年 部 長
指 導 部 部 長
　 〃 講 師
さわらび支部支部長
　 〃 講 師
孔 攝 支 部 支 部 長
　 〃 講 師
澱 江 支 部 支 部 長
　 〃 講 師
逍 和 支 部 支 部 長
　 〃 講 師
北 攝 支 部 支 部 長
　 〃 講 師
高 島 支 部 支 部 長
　 〃 講 師
会 計 監 査

〃

森 田 鷺 豊
松 本 鷺 柏
堀　　 月 孝
芳 野 歩 孝
坂 口 貴 孝
甫喜本 青 孝
伊 藤 宏 孝
森　　 婕 孝
髙 木 辰 孝
吉 田 琥 孝
細 木 天 孝
森 口 雪 孝
古 賀 戍 孝
松 本 哉 孝
岸 下 炤 孝
新 武 妹 孝
前 田 燁 孝
岡 田 省 孝
谷 口 人 孝
吉 田 琥 孝
髙 木 辰 孝
中 西 恍 暉
池 田 恍 聖
新 武 妹 孝
小 林 攝 匍
岳 野 恍 輔
岡 田 省 孝
渡 部 宜 孝
三 村 峉 孝
山 崎 岬 孝
小 林 攝 匍
森　　 佳 仁
古 賀 戍 孝
岡 田 省 孝
田 中 攝 芯
森　　 婕 孝
佐 田 攝 朋
前 田 燁 孝
山 口 嫄 孝
松 本 哉 孝
岩 本 恍 慶
野 窪 捷 孝
越 賀 迅 孝
杉 原 恍 美
中 西 攝 勝
伊 藤 宏 孝
松 本 哉 孝
川 辺 誉 孝

事務所(月・水・金)午後1：00～3：00
　　　〒555-0024
　　　大阪市西淀川区野里1-27-16
　　　TEL・FAX(06)6475-4763

公認岳 豊 会
会 主・ 会 長

相 談 役

副 会 長

〃

理 事 長

副 理 事 長

〃

松 尾 岳 豊

森 田 鷺 豊

宇都宮蘇豊

岡 田 岳 遙

伊 崎 岳 城

田 中 岳 涼

岡 田 岳 笠

(豊岡支部長)

(日高支部長)

(出石但東支部長)

役員・会員一同

春 鷺 声 栄 会
会 長
理事長・兼事務局 昇段審査委員長
副理事長・関吟婦人部長
副理事長・部長兼会計監査
副理事長・財 務 部 長
副理事長・白鷺女性部長
副理事長・昇段・青年部長
副理事長・昇段・関吟婦人部

細 田 鵬 声
児 玉 登 春
広 野 雅 春
渡 壁 海 春
有 山 礼 春
有 山 礼 春
本 田 泰 春
上 中 鵬 春
他役員・会員一同

澄 峰 会
会 長

理 事 長

副 理 事 長

松 坂 澄 峰
大 江 澄 寶
上 賀 凰 峰
役員・会員一同

澄 声 会
会 長

相 談 役

塩 路 澄 誠

北 井 澄 声

他役員・会員一同

守 目 堂 吟 詠 会
会 長

副 会 長

事務局長・会計

田 中 鷺 華
安 川 淞 漱
髙 田 淞 嵐
役員・会員一同

鷺 粋 吟 詠 会
会 主

会 長

副 会 長

難 波 恭 粋
山 本 誠 山
髙 田 朱 粋
役員・会員一同

公認鷺 迪 吟 詠 会
会長　宗師　元老
副会長　総師範
　 〃　　　 〃　
　 〃　　　 〃　
理 事 長
副 理 事 長

〃
他 役 員 一 同

安 田 鷺 迪
俵積田　輝　孝
山　川　 　孝
竹 下 攝 彰
平 井 迪 旺
大 野 迪 峻
辻　　 岳 孝



（32）

鷺 郷 吟 詩 会
会 長
副 会 長

〃
〃

大 橋 鷺 迅
玉 森 陽 郷
津 﨑 竹 郷
岩 間 鵠 声
他 役 員 一 同

公認鷺 声 吟 詠 会
顧 問

〃
〃

常 任 相 談 役
〃
〃

相 談 役
〃
〃

会 長
責 任 講 師
副 会 長

〃
〃
〃
〃
〃
〃

事 務 局 長
会 計 部 長
会 計 監 査

〃
常 任 理 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

指 導 部 部 長
作 詩 委 員 会
企 画 部 部 長
広 報 部 部 長
婦 人 部 部 長
青 年 部 部 長

北 村 鷺 冠
岡 田 鷺 甫
堂 本 鷺 諶
吉 田 鷺 人
杉 原 艶 声
伊地田　五　声
廣 瀬 広 声
髙 松 聖 声
山 本 岬 声
近 藤 鷺 酒
野 島 翔 声
佐 古 都 声
岡 本 鷺 涛
野 島 蓉 声
森　　 璽 声
井 上 容 声
大 森 厚 声
佐 川 駿 声
佐 古 都 声
森　　 煌 声
池 田 涌 声
城 野 鏡 声
西 岡 輝 声
中 川 心 声
髙 旗 裳 声
小 林 旭 声
山 本 湖 声
今 城 傾 声
河 合 彪 声
北 田 秀 声
山 本 詩 声
中 川 仁 声
米 田 陶 声
橋 本 嬌 声
中　岡　蒼狼声
北 尾 耕 声
森　　 璽 声
橋 本 井 声
中 川 仁 声
佐 川 駿 声
野 島 蓉 声
中　岡　蒼狼声

事務所　〒535-0003 大阪市旭区中宮2-20-18相田樺声方
　　　　TEL(06)6955-5745　FAX(06)6955-5745

公認鷺 恵 会
相 談 役

〃
〃

参 与
〃
〃

会 長
理 事 長
副 理 事 長

〃
〃
〃

総 務 部 長
　 副 部 長
研 修 部 長
研 修 副 部 長
経 理 部 長
事 業 部 長
広 報 部 長
渉 外 部 長
女 性 部 長
青 年 部 長
東 ブ ロ ッ ク 長
　副ブロック長
中 ブ ロ ッ ク 長
　副ブロック長
南 ブ ロ ッ ク 長
　副ブロック長
会 計 監 査

〃

藤 巻 鷺 月
荒 川 鷺 梅
米 田 鷺 鋒
藤 稿 祥 恵
作 本 優 恵
小 谷 瓔 恵
松 尾 佳 恵
美 濃 鷺 廣
酒 井 翔 恵
柴 谷 鶯 恵
向 井 鸞 恵
東　　 峯 恵
小 浜 珠 恵
北 浦 広 恵
柴 谷 鶯 恵
永 田 璃 恵
入 江 鴎 恵
清 水 穏 恵
兔 太 盛 恵
福 永 洋 恵
西 上 佰 恵
福 永 洋 恵
安 田 慈 恵
稲 岡 荘 恵
奥 元 唯 恵
北 浦 広 恵
柴 谷 鶯 恵
西 上 佰 恵
藤 木 紅 恵
関　　 鴻 恵

公認 鷺 伸 吟 詠 会
名古屋支部・北九州支部・加美支部・大阪伸友支部
名古屋城北支部・知多半島支部・名古屋中川支部
東尾張支部・中京支部・名古屋南支部
名古屋西支部・愛知やわらぎ支部
会 主

会 長

副会長・責任講師

副 会 長

理 事 長

副理事長・指導部長

副理事長・組織部長

副理事長・四部担当部長

副理事長・渉外部長

副理事長・渉外部長

常 任 相 談 役

〃

〃

常 務 理 事

事 務 局 長

財 務 部 長

事 業 部 長

広 報 部 長

常任理事・渉外リーダー１

常任理事・渉外リーダー２

常 任 理 事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

華 頂 部 長

女 性 部 長

青 年 部 長

会 計 監 査

会 計 監 査

相 談 役

相 談 役

伊 東 鷺 伸
小 井 鶴 伸
岩 月 恵 伸
黒 川 幸 伸
久 田 老 伸
舟 橋 廉 伸
木 村 虹 伸
西 窪 誠 道
森 川 源 伸
片 山 纓 伸
吉 水 玉 伸
山 田 扇 伸
渡 邉 燕 伸
梶 原 悠 伸
森　　 穣 山
安 達 菫 伸
桑 野 楠 伸
権 田 啼 伸
髙 木 炎 伸
石 井 磊 伸
加 納 瑁 伸
四方田　瓏　伸
髙 桑 潤 伸
二 村 伶 伸
村 松 秦 伸
吉 田 詔 伸
髙 木 栄 伸
中 馬 蓉 伸
須 田 向 伸
河 野 纓 煌
金 城 卓 伸
伊 藤 凱 伸
佐 伯 柏 泉
室 谷 鷺 瑛

事務局　〒460-0002
　　　　名古屋市中区丸の内3-20-5
　　　　オアシス日向404号室
　　　　TEL(052)951-8276　FAX(052)953-8732
HP　roshin.jp　メール　roshinginei@wing.ocn.ne.jp

公認浜 松 鷺 長 会
会 主
会 長
理事長(副講師)
事務局長(副会長)
湖西支部長(副会長)
和支部長（副会長）
曳 馬 野 支 部 長
浜 松 支 部 長
犬 居 支 部 長
遠 江 支 部 長
西 山 支 部 長
会 計

吉 田 鷺 航
飯 田 報 信
飯 田 報 鷲
森 下 報 薫
鈴 木 修 心
鈴 木 修 碩
森 谷 虎 真
村 松 涼 憲
内 山 航 南
武 田 修 紳
牧 田 修 景
中 瀬 涼 泰
役員・会員一同

公認天 理 吟 詠 会
会 長

副 会 長

〃

理 事 長

副 理 事 長

〃

〃

事 務 局 長

植 村 鷺 登
川 畑 璋 鵬
細 田 璋 行
藤 本 璋 白
奥 田 璋 容
増 田 鷺 笛
福 田 璋 城
冨 森 璋 龍
役員・会員一同

広 島 鷺 嚴 会
会 主
会 長
副 会 長
副 会 長
会 計
監 事
事 務 局

橋 本 鷺 嚴
新 林 忠 嚴
重 清 曙 明
松 本 曙 雍
野 澤 菁 嚴
古 川 崔 嚴
熊 野 顥 嚴
会 員 一 同

公認広 島 鷺 夕 会
会 長
相 談 役
副 会 長

〃
事 務 局 長
事 務 局 次 長
事 務 局 次 長

　

曾 根 鷺 夕
木 村 夕 藍
西 村 夕 城
小田川 夕 慧
石 橋 夕 藻
内 元 夕 旺
中 本 夕 婕
役員・会員一同

広 島 鷺 雲 会
会 主
相 談 役
会 長
副 会 長
副会長兼事務局長

濱 野 鷺 雲
金 本 曙 紘
玉 木 曙 璋
岡 本 清 雲
立 木 双 雲
他 会 員 一 同

鷺 舟 会
会 長
副 会 長

〃
責 任 講 師
会 計

若 林 鷺 誓
西 島 瑞 舟
加 藤 扇 郊
鈴 木 合 郊
寺 田 靜 宝
役員・会員一同

岡 山 鷺 照 会

会 長 原 田 天 照

役員・会員一同
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白鷺連合会各部部員紹介コーナー

＜青年部役員＞　新年互礼会にて　　※現役役員は全員集まると18名です。　　（敬称略）

　　　　　　　　尾上美千恵
　福永洋恵　和田彩香　坂本住子　藤原博世　池

部長
田久志　石本明敬　中

副部長
岡克典

＜女性部役員＞　20回女性部大会にて　　※役員は全員集まると17名です。　（敬称略）

飯田報彩　田中岳涼　藤木苑悠　新武妹孝　東
部長

本秋愛　有山礼春　入江鴎恵
　　　　　　　　　　　　　　　赤松青篁　奥田璋容　津崎眞郷　土井秋和
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（舞）加藤扇郊

元宗琮照　　片山纓伸　　井上容声　　清水穏恵
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白鷺連合会創立55周年並びに伊豆丸鷺洲先生生誕130年の大会も無事盛会裏に終了し、新たに60周年記
念大会に向かって白鷺連合会の団結心は動き出す事でしょう。
　悲しいことは巨星落つ、松尾鷺恵元老・顧問のご逝去でした。
　本年２月18日には白鷺青年部第50回記念大会が開催されます。将来の白鷺人材の宝庫である青年部に
全員で協力したいものです。
　広報部は３月に「ニューしらさぎだより13号」を発刊、青年部大会の特集記事を掲載し、白鷺ホームペー
ジにもネットアップ致しますのでご覧ください。

広報部長　塩路澄誠

編 集 後 記

〈印刷所〉㈱NPCコーポレーション　〒 530-0043　大阪市北区天満 1-9-19　 TEL（06)6351-7271　FAX（06)6352-7479

＜広報部＞

福永洋恵

岳野恍輔 佐川駿声副部長塩路澄誠部長

天田澄慈 表西鵬吼津曲恍嫺

長谷川岩郷
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行 事 予 定
（平成30年４月～31年３月）

平成30年４月～12月
月 日 行事予定
４ ８ 第57回白さぎ吟詠の集い競吟大会（高槻）
５ 12 白鷺連合会理事総会
６ ２ 関吟定時総会
６ 10 特別研修会兼推薦師範講習会
６ 24 関吟吟詠普及研修会　（九州）
６ 24 関吟昇格試験　（地方）
７ 15 関吟昇格試験　（師範）（準師範）
７ 22 関吟昇格試験　（師範代）
８ 19 関吟吟詠普及研修会　（岡山）
９ ２ 関吟本部研修会（師範　課題詩）
９ ９ 関吟東明碑前祭・本部研修会
10 21 関西吟詩創立85周年近畿地区大会
11 11 関吟全国新人中間層吟詠大会
11 18 関西吟詩創立85周年・西中国地区大会
11 23 白鷺交流会　（場所未定）
11 25 関吟本部研修会（準師範・師範代課題詩）
12 ９ 関吟全国師範代・準師範・師範吟士権大会

平成31年１月～３月
１ 12 白鷺連合会新年互礼会
１ 13 関吟新春吟詠大会（新年互礼会）
２ 2～3 関吟吟道大学講座
２ 10 関吟吟詠普及研修会（京滋・福井）
２ 17 関西吟詩創立85周年・東海地区大会
２ 24 関西吟詩創立85周年・四国地区大会
３ ３ 関西吟詩創立85周年・九州地区大会
３ 24 関吟青年部大会
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